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厳
し
い
環
境
汚
染
に
晒
さ
れ
て
い

る
中
国
は
、
自
動
車
産
業
の
E
V
化

と
環
境
汚
染
を
解
決
し
、
世
界
一
の

太
陽
光
パ
ネ
ル
生
産
国
の
強
み
を
活

か
し
、
急
速
に
自
動
車
の
E
V
化
を

義
務
付
け
、
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス

等
も
、
2
0
3
0
年
ま
で
に
デ
ィ
ー

ゼ
ル
車
や
ガ
ソ
リ
ン
車
の
排
除
を
決

め
て
い
ま
す
。

　
我
が
国
も
2
0
2
0
年
か
ら
は
、

本
格
的
な
Z
E
H
（
ゼ
ッ
チ
）
「
自

活
エ
ネ
ル
ギ
ー
住
宅
」
の
時
代
を
迎

え
ま
す
。
Z
E
H
の
潮
流
は
、
止
め

太
陽
光
発
電
の「
2
0
1
9
年
問
題
」、ど
う
な
る
買
取
終
了
後
の
太
陽
光
発
電
の
行
方
。

未
来
型「
自
活
エ
ネ
ル
ギ
ー

共
有
シ
ス
テ
ム
」

開
始
さ
れ
た
F
T
I
（
固
定
価
格
買

い
取
り
制
度
）
で
一
気
に
太
陽
光
発

電
を
採
用
し
た
35
万
世
帯
と
産
業
用

太
陽
光
発
電
が
、
原
子
力
発
電
の
全

停
止
期
間
の
電
力
を
賄
う
力
に
な
り
、

原
子
力
発
電
に
頼
ら
な
く
て
も
、
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
賄
う
事
が
可
能
で

あ
る
こ
と
を
実
証
し
ま
し
た
。

　
我
が
国
で
は
、
発
電
し
な
が
ら
燃

料
を
創
り
出
す
と
い
う
高
速
増
殖
炉

「
も
ん
じ
ゅ
」
の
夢
の
技
術
に
過
信

し
て
き
ま
し
た
が
、
世
界
の
潮
流
は

廃
棄
物
の
処
理
す
ら
ま
ま
な
ら
な
い

原
子
力
か
ら
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
急
速
に
シ
フ
ト
し
、
ド
イ
ツ

か
ら
始
ま
っ
た
潮
流
は
、
世
界
一
の

環
境
汚
染
国
、
中
国
を
巻
き
込
ん
で
、

E
V
（
電
気
自
動
車
）
時
代
の
幕
開

け
を
告
げ
て
い
ま
す
。

脱
原
発
の
世
界
的
な
流
れ
は
止
ま
ら
な
い
、E
V
が
主
流
と
な
る
世
界
の
流
れ
が
鍵
と
な
る
。 

太
陽
光
発
電
の
2
0
1
9
年
問
題

と
は
、ど
の
様
な
事
な
の
か
？

　
松
下
孝
建
設
の
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

・
エ
コ
･
ハ
ー
ト
Q
」
の
様
な
高
性

能
住
宅
の
場
合
は
、
5
Ｋ
Ｗ
程
度
で

図
・
1
の
様
な
「
自
活
エ
ネ
ル
ギ
ー

住
宅
」
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。

　
太
陽
光
発
電
で
発
電
し
た
電
力
は

E
V
用
パ
ワ
ー
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
で

E
V
と
蓄
電
池
に
供
給
さ
れ
ま
す
。

　
10
年
以
内
に
、
住
宅
と
Ｅ
Ｖ
自
動

車
が
連
結
し
、
家
庭
用
蓄
電
池
の
10

倍
以
上
の
蓄
電
能
力
を
持
つ
Ｅ
Ｖ
自

動
車
が
、
家
庭
用
電
源
の
中
心
的
な

役
割
を
果
た
す
事
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
災
害
等
で
系
統
（
電
力
会
社
）
電

力
が
停
止
し
て
も
、
1
週
間
は
E
V

自
動
車
が
蓄
電
し
た
電
力
で
生
活
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
実
際
に
は
、
系
統
電
力
は
ほ
と
ん

ど
使
用
し
な
く
な
る
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
経
済
産
業
省
で
も
災
害
対
策
な

ど
で
、
蓄
電
能
力
が
高
い
E
V
自
動

車
を
連
結
し
て
災
害
時
の
非
常
電
力

と
し
て
活
用
す
る
方
法
を
研
究
し
て

い
ま
す
。
こ
の
様
に
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
で
、
化
石
燃
料
が

使
わ
れ
な
く
な
る
と
環
境
対
策
は
一

挙
に
進
み
ま
す
。

　
特
に
大
気
汚
染
国
の
中
国
と
イ
ン

ド
の
汚
染
対
策
が
進
む
と
地
球
温
暖

化
の
防
止
に
与
え
る
影
響
は
か
な
り

大
き
な
も
の
に
な
り
ま
す
。

　
自
動
車
の
無
人
化
対
策
も
進
み
、

E
V
自
動
車
も
自
活
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

動
か
す
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
る

と
化
石
燃
料
は
、
化
学
製
品
の
原
料

と
し
て
使
用
さ
れ
る
の
み
で
、
火
力

発
電
そ
の
も
の
が
必
要
無
く
な
る
時

代
が
到
来
し
ま
す
。
そ
れ
は
近
い
将

来
確
実
に
実
現
し
ま
す
。

　
上
図
・
2
は
、
10
棟
の
最
小
規
模

の
例
で
す
が
、
こ
れ
が
数
十
棟
単
位

で
運
営
さ
れ
る
な
ら
ば
、
か
な
り
効

果
的
な
シ
ス
テ
ム
と
な
り
ま
す
。

　
図
で
は
、
系
統
（
電
力
会
社
）
電

力
に
繋
が
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
、

住
宅
用
は
地
域
の
共
同
体
で
賄
い
、

系
統
電
力
は
産
業
用
に
と
、
電
力
の

棲
み
分
け
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
共
同
体
の
中
心
と
な
る
、
コ
ン
ビ

ニ
な
ど
に
「
中
央
管
理
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
し
非
常
用
の
蓄
電
池
･
発
電

装
置
を
併
設
し
て
、
系
統
と
「
自
活

エ
ネ
ル
ギ
ー
共
有
シ
ス
テ
ム
」
を
繋

い
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・
運
営
を
行

い
ま
す
。
こ
の
様
な
民
間
の
再
生

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
集
積
が
、

地
球
温
暖
化
の
切
り
札
に
な
る
の

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
現
在
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

は
、
1
K
W
（
30
万
円
）
程
度
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
5
K
W

で
1
5
0
万
円
程
度
の
出
費
に
な

り
ま
す
が
、
オ
ー
ル
電
化
が

2
0
0
万
円
前
後
で
実
現
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
決
し
て
高
い
買
い
物

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
様
な
シ
ス
テ
ム
は
、
既
に

大
手
の
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
に
よ
っ
て

繰
り
返
し
実
験
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
山
村
で
も
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
が
廃
業
し
、
給
油
で
き
な

い
の
で
、
Ｅ
Ｖ
自
動
車
を
太
陽
光

発
電
で
充
電
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
が
新
し
い
太
陽
光
発
電
の

現
状
で
す
。
Ｚ
Ｅ
Ｈ
は
売
電
目
的

で
は
な
く
、
自
活
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

し
て
考
え
て
下
さ
い
。
そ
の
た
め

に
最
も
重
要
な
個
性
は
、
省
エ
ネ

住
宅
を
建
て
る
こ
と
で
す
。

　
ど
う
か
松
下
孝
建
設
で
高
性
能

住
宅
を
検
討
し
、
Ｚ
Ｅ
Ｈ
を
採
用

し
て
下
さ
い
。

売
電
中
心
の
太
陽
光
発
電
か
ら
、

自
活
エ
ネ
ル
ギ
ー
住
宅
の
時
代
に
。

「
自
活
エ
ネ
ル
ギ
ー
住
宅
」

と
は
、ど
ん
な
住
宅
な
の
？

る
こ
と
が
出
来
な
い
流
れ
に
な
っ
て

い
ま
す
。

今
考
え
る
�Z
E
H︵
ゼ
�
チ
︶に
未
来
は
あ
る
の
か
！

　
地
球
温
暖
化
の
切
り
札
と
し
て
、

石
炭
火
力
の
か
わ
り
に
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
が
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
永
続
的
に
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る

も
の
」
と
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
太
陽
光
、
風
力
、
水
力
、
地

熱
、
太
陽
熱
、
大
気
中
の
熱
、
そ
の

他
の
自
然
界
に
存
在
す
る
熱
と
バ
イ

オ
マ
ス
が
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
資
源

が
枯
渇
せ
ず
繰
り
返
し
使
え
、
発
電

時
や
熱
利
用
時
に
地
球
温
暖
化
の
原

因
と
な
る
二
酸
化
炭
素
を
ほ
と
ん
ど

排
出
し
な
い
、
優
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
す
。
そ
の
中
で
も
、
最
も
手
間
が

掛
か
ら
ず
、
比
較
的
に
安
価
に
実
現

出
来
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
、
太
陽

光
発
電
が
注
目
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
我
が
国
の
場
合
は
、
歴
代
政
府
が

原
子
力
発
電
を
主
力
に
考
え
て
き
ま

し
た
が
、
東
日
本
大
震
災
の
原
発
事

故
に
お
い
て
も
2
0
1
2
年
7
月
に

◎クリーンエネルギー100％
　［自活エネルギー住宅］とは。

◎今すぐに太陽光発電を搭載しなくても、将来に備えた準備は必要です。

EV用パワーコン
蓄電池一体型 PV用パワー

コンディショナ

住宅用太陽光
発電システム(PV)

ブレーカボックス

分電盤

系統電力

電化製品

リモコンEV用
ＰＣ

蓄電池

●すでに始まっている受賞実験例

系
統
電
力

月 1日の発電量
（kＷあたり）

2.86kWh/ 日
3.28kWh/ 日
3.50kWh/ 日
3.90kWh/ 日
3.90kWh/ 日
3.29kWh/ 日
3.48kWh/ 日
3.76kWh/ 日
3.40kWh/ 日
3.20kWh/ 日
2.70kWh/ 日
2.65kWh/ 日

1月
2月
3月
4月
5月
6月
7月
8月
9月
10月
11月
12月

●太陽光発電の概算 ●平均発電量

平均2.5kWh～3.8kWh程度
（地域ごとに異なる）

平均900～1400kWh程度
（地域ごとに異なる）

平均3kW～5kWが標準

更にＥＶ用＋αが理想

自活エネルギー共有システム

太陽光
4ＫＷ

太陽光
5ＫＷ

太陽光
8ＫＷ

太陽光
10ＫＷ

太陽光
8ＫＷ

太陽光
4ＫＷ

太陽光
4ＫＷ

太陽光
6ＫＷ

太陽光
3ＫＷ

太陽光
5ＫＷ

蓄電地

発電装置
コンビニなどに併設

中央管理センター

3kW　1～2人位の小家族
4kW　3～4人の中家族
5kW　5人以上の大家族

1kＷあたりの1日の発電量

1kＷあたりの年間発電量

一般家庭の太陽光発電搭載kＷ数

家族数と必要な太陽光kＷ数

図・1

図・2
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□住宅に関する資料等もフリーダイヤルにてご請求下さい。
　資料等をお送り致します。 0120 -079 -089

ハイブリッド・エコ・ハートQ
HEAT20実証モデル 中山展示場Ⅴ  公開中！

外観外観

●

中山
小学校
●

ジョイフル●
中山交番●

●焼肉の白川

とりいち
　　　●

ホンダ

　ヤマト
●運輸

　田の神
（滝の下）

●

ローソン
●

セブンイレブン

●

　　●

●

ぎょうざの丸岡

ほりのうち内科

鹿児島市中山町2341 付近　鹿児島モデル

■

替え玉屋

ハイブリッド・エコ・ハートQ
HEAT20実証モデル 中山展示場Ⅲ  公開中！

外観外観

中山展示場ⅢはHEAT20の断熱性能G2レベル5・6地域
基準で建てられ、屋根形状はパラペットの四角形状で、
2020年の「省エネルギー基準」の義務化に対応する高
性能住宅です。現在の省エネルギー基準と比較すると
約2倍以上の断熱性能があります。これから始まる住宅
の高性能化時代に先鞭を付ける、画期的な展示場です。
季節の移り変わりに是非、この展示場をお尋ね下さい。
寒さや暑さを感じる事なく、いつでも快適で爽やかさ
を感じて頂けるはずです。尚、展示場Ⅲ・Ⅴでは、ISO
（国際基準）のPMVの測定で、快適性を測定し、本物
の快適性をご来場の皆様に体感していただく予定です。
皆様のご来場を心からお待ち申し上げております。

中山展示場ⅤはHEAT20の断熱性能G2レベル、7地域基
準で建てられていますが、現状の省エネ基準の2倍弱の
性能があります。屋根形状は三角形で、ZEH（ゼロ･エ
ネルギー･ハウス）対応型にしました。2020年までに松
下孝建設が建てる住宅の半数がZEHでの建設予定です。
住宅性能が高い分、太陽光発電システムの搭載を最少に
出来ることと、最も電力消費の大きい、暖冷房コストも
抑えることが出来ます。これから住宅に求められる省エ
ネルギーとEV（電気自動車）などの燃料エネルギーを
住宅が創り出す、創エネ時代の魁となる展示場です。住
宅の快適性を最大限に高め、未来の生活スタイルを先取
りした最先端の展示場を是非、皆様で体感して下さい。

●

中山
小学校
●

ジョイフル●
中山交番●

●焼肉の白川

とりいち
　　　●

ホンダ

　ヤマト
●運輸

　田の神
（滝の下）

●

ローソン
●

セブンイレブン

●

　　●

●

ぎょうざの丸岡

ほりのうち内科

鹿児島市中山町2341 付近　鹿児島モデル

■

替え玉屋

ハイブリッド・エコ・ハートQ
「エアコン1台、全室低温空調暖冷房」　加世田展示場  公開中！

ハイブリッド・エコ・ハートQ
「エアコン1台、全室低温空調暖冷房」　薩摩川内展示場 販売受付開始！

外観外観

加世田展示場は将来、ZEH(ゼロ･エネルギー･ハウス)の
為の太陽光パネルが取り付けられる様に大屋根構造に
なっています。また、新しく開発された新型暖冷房空調
システムが取り付けられており、夏も冬も低温空調によ
る省エネルギーで快適なシステムが稼働する予定です。
平屋感覚の住宅ですが、屋根構造を活かして一室だけ2
階に居室が設けられています。大きな開口部と大屋根の
今までの加世田にはない全く新しいコンセプトで設計さ
れた住宅ですから是非、ご覧頂きたいと思います。この
展示場で新しい松下孝建設に出会えることと存じますの
で､ご家族の皆様でお越しください。心からお待ち申し
上げております。

● ●

万之瀬川

TSUTAYA●

ふく福
　　●

●

南さつま署 ●

270

ジョイフル

● トヨペット

●

お菓子の
小田屋

ほっともっと

●

ミドリ
薬品

●

加世田不動産

瀬戸川不動産

さつま市加世田村原3丁目16-3付近　加世田モデル

外観外観

松下孝建設のHybrid eco-heart Q工法は、充填断熱と外
張り断熱のW断熱工法です。
外張り断熱には、遮熱シートが貼られ、住宅が蓄熱され
るのを防ぎます。内側の充填断熱は外部の影響を受けに
くいので、保冷材として室内の急な温度変化を防ぎ、ま
た、気密性が高いので、室内の涼しい空気が必要以上に 
外部へ逃げていくのを防いでいます。松下孝建設が標準
採用している第三種換気システムは、家全体の空気を動
かし、エアコン一台でも温度差の少ない、快適な室内空
間を実現しています。

鹿児島純心
女子大学

薩摩川内市天辰町1549-3付近　薩摩川内モデル

■

川内中央
中学校

磯山自治会館

ファミリー
マート

日光設備

●

●●

●

●
県営ハイタウン
平佐住宅

●

電気自動車(EV)
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「
松
下
孝
建
設
」の
お
施
主
様
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。

お
施
主
様
ご
訪
問お

元
気
で
す
か
�

お
元
気
で
す
か
�

お
施
主
様 

K
邸
（
６
人
家
族
）　
　
　
【
建
設
地 

い
ち
き
串
木
野
市
】

設
計
に
当
た
っ
て
は
、
ど
の
様
な

依
頼
を
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
住
宅
の
お
客
様
や

お
友
達
の
印
象
は
？

外
観
か
ら
は
想
像
で
き
な
い
、
吹
き
抜
け
の
よ
う
な
リ
ビ
ン
グ
構
造
。

見
学
会
に
参
加
し
て
、
性
能
的
な
も

の
も
一
応
、
聞
い
て
き
ま
し
た
の
で
、

疑
問
に
思
っ
て
い
た
事
を
様
々
聞
い

て
み
ま
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
全
て
に

淀
み
な
く
答
え
て
頂
き
、
相
当
鍛
え

ら
れ
て
い
る
の
だ
と
い
う
実
感
を
、

温
厚
な
話
ぶ
り
の
中
か
ら
も
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
帰
宅
し
て
か

ら
妻
に
印
象
を
聞
き
、
二
人
と
も
同

じ
事
を
感
じ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、

本
格
的
に
話
を
聞
い
て
み
る
こ
と
に

し
ま
し
た
」
と
ご
主
人
。

わ
が
ま
ま
一
杯
の
注
文
に
応
え
ら
れ

る
な
ら
、
本
気
で
考
え
ま
す
。
と
い

う
様
な
事
を
話
し
た
の
で
す
が
、

『
注
文
住
宅
で
す
か
ら
全
く
制
約
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
当
社
に
出
来
な

い
こ
と
は
ハ
ッ
キ
リ
お
断
り
い
た
し

ま
す
の
で
、
ご
希
望
は
何
で
も
設
計

の
担
当
者
に
ご
用
命
頂
い
て
問
題
は

あ
り
ま
せ
ん
』
と
言
わ
れ
て
契
約
す

る
事
に
し
ま
し
た
」
と
奥
様
。

「
兎
に
角
、
こ
の
住
宅
を
建
て
る
に

あ
た
っ
て
、
最
も
感
じ
た
事
は
、
人

に
恵
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
に
尽
き
ま

す
。
営
業
の
担
当
者
は
も
と
よ
り
、

設
計
の
方
も
色
々
と
付
き
合
っ
て
頂

き
、
ま
た
素
人
に
は
分
か
ら
な
い
貴

重
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
戴
き
ま
し
た
。

工
務
の
担
当
者
の
方
も
こ
ま
め
に
動

い
て
頂
き
ま
し
た
し
、
大
工
さ
ん
の

仕
事
ぶ
り
に
も
感
心
し
ま
し
た
。
松

下
孝
建
設
で
は
、
通
常
一
人
の
大
工

さ
ん
が
責
任
を
持
っ
て
施
工
す
る
体

制
で
、
施
工
の
見
落
と
し
や
施
工
の

バ
ラ
つ
き
を
防
い
で
い
る
様
で
、
多

少
時
間
は
掛
か
る
も
の
の
一
生
涯
、

暮
ら
し
続
け
る
住
宅
と
い
う
も
の
に

対
し
て
の
取
り
組
み
方
が
違
う
こ
と

が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
」
と
ご
主
人
。

「
外
観
は
普
通
の
平
屋
建
て
で
す
が
、

玄
関
を
開
け
て
中

に
入
ら
れ
る
と
玄

関
の
広
さ
に
驚
か

れ
る
様
で
す
。
冬

は
包
み
こ
ま
れ
る

様
な
暖
か
さ
に
、

し
ば
し
目
を
見
開

い
て
い
ま
す
。
次

に
本
格
的
な
和
室
、

そ
し
て
吹
き
抜
け

の
様
に
天
井
の
高

い
リ
ビ
ン
グ
、
皆

さ
ん
本
当
に
驚
か

れ
て
い
ま
す
」
と

奥
さ
ま
。

　
最
後
に
こ
れ
か

ら
住
宅
を
建
て
ら

れ
る
方
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し

ま
し
た
。

「
先
ほ
ど
も
言
い
ま
し
た
様
に
、
こ

の
住
宅
を
建
て
る
に
あ
た
っ
て
、
多

く
の
方
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
が
、

そ
の
皆
さ
ん
と
友
達
に
な
れ
た
様
な

感
じ
が
す
る
事
が
、
最
も
嬉
し
か
っ

た
こ
と
で
す
ね
。
皆
さ
ん
フ
レ
ン
ド

リ
ー
で
お
陰
様
で
様
々
な
恩
恵
に
預

か
り
、
テ
ー
ブ
ル
の
天
板
等
、
本
物

を
手
に
入
れ
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

松
下
孝
建
設
の
お
施
主
さ
ん
は
、
皆

さ
ん
近
く
に
松
下
孝
建
設
の
現
場
が

出
来
る
と
気
に
な
る
様
で
、
い
つ
の

間
に
か
施
主
同
士
も
友
達
に
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
に
営
業
担
当
も
こ
ち

ら
の
疑
問
に
す
ぐ
に
応
え
て
く
れ
、

問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
努
力
し
て

く
れ
ま
す
。
当
初
、
電
気
料
金
が
説

明
を
受
け
て
い
た
事
と
異
な
る
の
で

自
分
達
の
使
い
方
に
問
題
が
あ
る
の

か
調
べ
て
貰
っ
た
時
も
、
エ
コ
キ
ュ

ー
ト
の
設
定
に
問
題
が
あ
る
事
を
突

き
止
め
、
地
域
を
考
慮
し
な
か
っ
た

自
分
達
の
認
識
の
甘
さ
が
有
っ
た
事

を
率
直
に
認
め
て
謝
っ
て
い
ま
し
た

が
、
そ
の
後
は
、
説
明
し
て
頂
い
た

状
況
に
回
復
し
安
心
し
ま
し
た
。
こ

ん
な
事
で
信
頼
感
が
深
ま
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
、
住
宅
を
建
て
る
な
ら
信

頼
感
を
感
じ
ら
れ
る
施
工
店
に
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
」
と
ご
主
人
に
締
め

て
頂
き
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
回
お
伺
い
し
た
K
邸
は
、
ご
両

親
と
高
校
生
の
お
嬢
様
に
中
学
生
の

ご
長
男
、
７
才
違
い
の
男
の
子
２
人

の
６
人
家
族
。
こ
両
親
と
２
人
の
お

ぼ
っ
ち
ゃ
ま
に
出
迎
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

ご
主
人
に
、
お
伺
い
す
る
と
「
他
の

建
築
会
社
の
展
示
場
を
見
学
し
た
帰

り
道
に
、
松
下
孝
建
設
の
展
示
場
を

発
見
し
、
こ
こ
に
も
展
示
場
が
あ

る
」
と
、
つ
い
で
に
見
学
し
た
の
が

き
っ
か
け
で
し
た
。

対
応
し
て
く
れ
た
営
業
マ
ン
の
方
が
、

ど
ん
な
質
問
に
も
的
確
に
答
え
て
く

れ
た
事
と
、
他
の
住
宅
メ
ー
カ
ー
の

営
業
マ
ン
の
様
な
儲
け
主
義
的
な
姿

勢
が
全
く
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
、

と
て
も
新
鮮
に
感
じ
ら
れ
、
話
を
聞

い
て
み
て
も
い
い
か
な
と
思
っ
た
の

が
き
っ
か
け
で
す
」
と
ご
主
人
。

「
そ
れ
に
外
観
で
は
気
が
付
か
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
展
示
場
は
デ
ザ
イ

ン
的
に
も
と
て
も
優
れ
て
い
て
、
今

ま
で
見
て
き
た
展
示
場
と
は
、
何
か

が
違
う
様
な
感
じ
が
し
ま
し
た
。
特

に
庭
に
面
し
た
掃
き
出
し
窓
の
大
き

さ
と
、
窓
枠
の
頑
丈
さ
に
特
別
な
も

の
を
感
じ
て
、
お
話
し
を
聞
い
て
み

る
と
窓
の
話
と
と
も
に
、
『
住
宅
の

最
も
大
切
な
も
の
は
性
能
で
す
』
と

解
説
し
て
頂
き
ま
し
た
」
と
奥
様
。

「
今
ま
で
相
当
数
の
展
示
場
や
現
場

ど
う
し
て
松
下
孝
建
設
を

選
択
し
ま
し
た
か
？

外観

一発ゴー！Google・Yahoo!・infoseek・Excite・その他 松下孝建設 検索検索

（3）2018年（平成30年）6月28日（木曜日） 2018年（平成30年）6月28日（木曜日）（2）

百
年
住
宅
を
建
て
る
知
識
⑦
！

5
地中熱は掘削に費用がかかりすぎるため、掘削が必要な工事が伴う場合、便乗するのが最良である。

３
地
中
熱
の
活
用
は
、
燃
料
が
必
要
な
い
事
と
安
定
し
た
温
度
が
得
ら
れ
る
こ
と
。

百
年
住
宅
を
建
て
る
知
識
⑦
！

　松下孝建設が発刊した[百年住宅を建てる知識」を紹介致します。記事内容に興味のあ
る方は、松下孝建設のホームページや　「0120-079-089」でお申し込み頂ければ進呈
致します。大切な家族のための住宅ですから、より快適な住環境を求めて、様々な施工店
の工法を検討されていると思いますが、中には根拠が薄弱で欠陥を引き起こす危険性があ
る工法など、選択しない方が無難な工法もあります。2020年にはＺＥＨ（ゼロ･エネル
ギー･ハウス）が平準化されます。この小冊子は、誰も詳しく教えてくれない工法による
断熱や気密の違いや根拠、ヒートポンプによる「低温暖冷房システム」の基本について解
説しています。皆様の住宅建築にお役立て頂ければ幸いに存知ます。

住 宅 造 り に 失 敗 し な い 工 法 の 基 礎 を お 知 ら せ 致 し ま す 。

　
地
中
熱
の
特
徴
は
、
一
年
中
温
度
が
変
わ
ら
な
い
こ
と
で
す
。

例
え
ば
地
中
熱
が
20
℃
の
場
合
を
想
定
す
る
と
、
冬
季
の
場
合

は
、
そ
の
ま
ま
暖
房
に
使
え
ま
す
し
、
夏
の
場
合
も
そ
の
ま
ま

冷
房
に
使
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
燃
料
を
必
要
と
し
な
い
地
中
熱
の
利
用
は
、
非
常
に
魅
力
的

な
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
地
中
熱
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
年

平
均
気
温
の
温
度
を
利
用
す
る
場
合
で
も
、
最
低
10
ｍ
以
上
掘

ら
な
い
と
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
10
ｍ
掘
る
こ
と
で
地
温
が
年
平

均
気
温
に
ほ
ぼ
等
し
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
主
な
地
域
の
10
ｍ
掘
削
後
の
地
中
熱
は
、
北
海
道
で
約
10
℃
、

東
京･

大
阪
で
約
17
℃
、
南
九
州
で
約
20
℃
と
言
わ
れ
ま
す
。

一
般
的
に
地
中
熱
を
利
用
す
る
場
合
は
、
地
温
勾
配
と
い
わ
れ

る
1
0
0
ｍ
ま
で
掘
り
下
げ
る
こ
と
で
、
平
均
地
中
熱
が
2
〜

4
℃
程
度
ず
つ
高
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
様
に
地
中
熱
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
最
低
10
ｍ
は
掘

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
本
格
的
に
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
等

で
活
用
す
る
た
め
に
は
、
1
0
0
ｍ
以
上
（
ク
ロ
ー
ズ
ド
・
ル

ー
フ
工
法
の
場
合
）
掘
り
下
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
集
合
住
宅
な
ど
の
場
合
、
地
盤
改
良
で
打
ち
込
ま
れ
る
パ
イ

ル
を
活
用
し
て
、
地
中
熱
の
利
用
が
考
案
さ
れ
る
な
ど
、
様
々

な
工
法
も
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
費
用
対
効
果
を
考
え
な
い

と
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
の
回
収
も
不
可
能
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

クローズド・ルーフ工法

水･不凍液使用

本格的なクローズド・ルーフ工法

10ｍ 年平均気温と同じ温度

100m 年平均気温＋2～4℃

水･不凍液使用

ヒートポンプ

■地熱（地温）が利用可能になったのはヒートポンプ
技術が効率的になったからです。但し、1本だけの
掘削では利用には足りないので、本格的な活用には
2本以上の掘削が必要です。イニシャルコストが高
いのが難ですが、有望な省エネ技術であることに間
違ありません。

図-1図-2

キッチン･ダイニング

和室

リビング吹き抜け

ご家族の皆様

「
多
趣
味
な
ご
主
人
は
、
妥
協
し
な

い
こ
と
や
、
今

ま
で
見
学
し
て

き
た
施
工
店
の

良
い
所
を
取
り

入
れ
て
頂
け
る

の
か
、
私
達
の

「特別優秀賞」・「特別優秀企業賞」 Ｗ受賞!!「特別優秀賞」・「特別優秀企業賞」 Ｗ受賞!!ハイブリッド・エコ・ハートＱ

「ハウス・オブ・ザ・イヤー・イン・エナジー」は｢ハウス・オブ・ザ・イヤー・イン・エレクトリック｣を継承した国土交通省の外郭団体である
（一般財）地域開発センターが主催する住宅のエネルギー消費削減を目指した住宅性能に関する審査会です。

　「ハウス・オブ・ザ・イヤー・イン・エナジー」主催(財)日本地域開発センター[主務官庁：国土交通省]において、松下孝

建設のハイブリッド・エコ・ハートＱが、「特別優秀賞」及び「特別優秀企業賞」を受賞しました。「ハウス・オブ・ザ・イ

ヤー・イン・エナジー」に変更になって以来、2013年度の大賞を含め連続8期のダブル受賞となりました。

　偏にお施主様のご協力の賜と深く感謝申し上げております。


